
注 意 事 項

1　解答用紙には下記のものが含まれています。

①と②のすべて（計 6枚）に受験番号を忘れずに記入しなさい。

①　解答一覧 　 1 枚……試験終了後に回収

②　問題 1～ 5の解答用紙 計 5 枚……試験終了後にすべて回収

③　白紙（計算・下書き用） 　 1 枚……持ち帰りなさい

※問題 1～ 5の解答用紙については，追加の配付は行いません。

2　選択解答した問題（問題 2～ 5の中から 2つ）は，上記の表の解答欄（太枠線内）に○印を記入しなさい。

なお，問題 1（英語）は全員が必ず解答する問題となっているので，あらかじめ○印が印刷されています。

3　解答欄の○印が， 3つ未満または 4つ以上の場合は，いずれの科目も採点の対象となりません。

4　評点欄には何も記入してはいけません。

5　試験終了後，下図のように解答一覧及び解答した問題の解答用紙の計 4枚と，選択しなかった問題の解答用紙計 2枚の 2つ

に分けて回収します。仕分けする時間は試験終了後にとるので，監督者の指示に従うこと。

解答した解答用紙
（ 3枚）を問題番号順
に重ねて真ん中の折
り目で配付された時
と同じように折る

解答しなかった解答
用紙（ 2枚）を重ねて
真ん中の折り目で配
付された時と同じよ
うに折る

折り目折り目

解答一覧
（この用紙）

おもて面 おもて面

試験終了後の解答用紙の分け方

受　験　番　号

令和 6年度個別学力検査解答一覧（前期日程）

問題 1
（英　語）

問題 2
（物　理）

問題 3
（化　学）

問題 4
（生　物）

問題 5
（数　学）

解　答 ○

評　点

評 点 合 計



1． 

2． 

3． 

4． 

5．Curie survived on buttered bread and tea, and her  

  .

6． 

7． 

8． 

9．…she became the first  

  .

10． 

11． 

12． 

13． T　 or　 F

14． T　 or　 F

15． T　 or　 F

16． T　 or　 F

17． 

18． 

19． 

20． 

受　験　番　号

問題 1（英語）解 答 用 紙 評　点 1

*

*

*

*

Marshall TS Smith
b

Marshall TS Smith
c

Marshall TS Smith
e

Marshall TS Smith
d

Marshall TS Smith
health suffered because of her poor diet

Marshall TS Smith
d

Marshall TS Smith
c

Marshall TS Smith
b

Marshall TS Smith
woman to receive the Nobel Prize in physics

Marshall TS Smith
d

Marshall TS Smith
d

Marshall TS Smith
c

Marshall TS Smith
passed

Marshall TS Smith
followed

Marshall TS Smith
winning

Marshall TS Smith
shared



1 2

3 （ア） 3 （イ） 3 （ウ） 3 （エ）

4 （オ） 4 （カ） 4 （キ） 4 （ク）

5 （ア） 5 （イ） 5 （ウ） 5 （エ）

6 （オ） 6 （カ） 7

8 9

増加 ・ 減少 上 ・ 下

増加 ・ 減少 上 ・ 下

電流
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（　　）

（　　）

26

受　験　番　号

問題 2（物理）解 答 用 紙 評　点 2
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丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁
V

丸藤祐仁
22

丸藤祐仁
20

丸藤祐仁
18

丸藤祐仁
16

丸藤祐仁
14

丸藤祐仁
12

丸藤祐仁
0.5

丸藤祐仁
2.5

丸藤祐仁
2.0

丸藤祐仁
1.0

丸藤祐仁
1.5

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁
24

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁
A

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁

丸藤祐仁



問 1

1 ⑴
ア イ ウ

⑵

⑶
①

②

2 ⑴

⑵
構造異性体の数

鏡像異性体が存在する構造異性体の数

⑶
構造異性体の数

鏡像異性体が存在する構造異性体の数

3 ⑴

⑵
酸化剤

還元剤

⑶ 計算式等

DO= mg/L

※　解答欄は裏面に続きます。

受　験　番　号

問題 3（化学）解 答 用 紙（表） 評　点 3

サーマル マテリアル ケミカル

a

ハーバー・ボッシュ法 

c

テトラクロロメタン 

5 

1 

3 

2 

b 

 
I  + 2e  → 2I - - 
2 

2S O   →　S O   + 2e 2 3 
2- 2- 

4 6 
- 

2.0 mLの0.025 mol/Lチオ硫酸ナトリウム水溶液に含まれるS O  は2.0×10 ×0.025 = 5.0×10 　mol
である。  

2 3 
2- -3 -5 

よって，生成したI　は5.0×10 ÷2 = 2.5×10　molであったことがわかり，このことから，酸素から
生成したMnO(OH) が2.5×10 　molであったことがわかる。 

2 
-5 -5 

-5 
2 

2.5×10　molのMnO(OH) を得るためには，2.5×10　÷2 = 1.25×10  molのO が必要であるため，
試料水(100 mL)中のO は1.25×10  molであったことがわかる。 

-5 
2 

-5 -5 
2 

2 
-5 

O の分子量が32であるため，試料水(100 mL)中のO の質量は1.25×10 ×32 = 4.0×10  g 2 2 
-5 -4 

= 4.0×10  mg(100 mL中）となる。  -1 

よって，DOは4.0×10  mg / 0.1 L = 4.0 mg/Lである。 -1 

4.0 



問 2

1
ア イ ウ エ

オ カ キ ク

2

3 ⑴ 計算式等

Dt= K

⑵
Dt=

4 ⑴
陰極

陽極

⑵ 計算式等

水酸化ナトリウムの物質量 mol

問題 3（化学）解 答 用 紙（裏）

!c 4ß�… �” �Ü �� �Ò �7(ò �¨ (ò

�¨ 4ß�ì "@ �¨ 4ß�ì "@ �… �” �Ü �� �Ò

�� �� �� ��

白 炭酸ナトリウム 塩素 水素 

ナトリウム 水酸化物 ナトリウム 水酸化物 

潮解 

2H O + 2e  → H + 2OH 2 - - 
2 

2Cl → Cl + 2e 
- - 

2 

(1)より，全体の反応式は
2H O + 2NaCl → H + 2NaOH + Cl
問題文より，この電気分解で流れた電気量は
C = A×s = 2.0×(3600×2 + 60×40 + 50) = 19300 = 1.93×10 C
よって，流れた電子の物質量は
(1.93×10 )/(9.65×10 ) = 0.20 mol
係数比より，この電気分解で生成したNaOHの物質量は0.20 molとなる。 

0.20 

2 2 2 

4 

4 4 

熱化学方程式より，NaOH 1 molのとき44.5 kJだけ発熱する。
問題文より，NaOH 2.0/40 = 0.05 molのときの発熱量は
44500×0.05 =  2225 J
Q = mcΔtより，水溶液の温度変化Δtは
2225 = (48+2.0)×4.2×Δt　　Δt ≒ 10.595

10.6

t2 - t0 



問 1

1
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

2
イオンの名称 イオン 移動方向 内側 外側

3
イオンの名称 イオン 移動方向 内側 外側

4
交感神経

副交感神経

5

6 ⑴

⑵

7 体が大きいほど

 低温下で体温を維持しやすくなるため。

※解答欄は裏面に続きます。

受　験　番　号

問題 4（生物）解 答 用 紙（表） 評　点 4

視床下部 シナプス ステロイド ペプチド

細胞膜 細胞質 核 冷点

感覚 熱放散 熱生産 肝臓

ナトリウム

カリウム

←

→

ノルアドレナリン

アセチルコリン

エキソサイトーシス

ホルモン✕

ホ　ル　モ　ン　Ｘ　の　濃　度　が　高　く　な　る　と　負

の　フ　ィ　ー　ド　バ　ッ　ク　調　節　に　よ　っ　て　ホ

ル　モ　ン　Ｙ　の　分　泌　が　抑　制　さ　れ　る　。

体　重　当　た　り　の　表　面　積　が　小　さ　く　な　る

の　で　，　体　表　面　か　ら　の　熱　放　散　が　小　さ

く　な　り



問 2

1 ⑴ ①

②

⑵
AB AC BB BC

⑶
Ａ Ｃ

2 ⑴

⑵
Ａ Ｂ Ｃ

3 ⑴

⑵

4 ⑴ ①

②

⑵ ①

②
遺伝子Ｘ　 ・　 遺伝子Ｙ

問題 4（生物）解 答 用 紙（裏）

0.15

0.15

0.30 0.20 0.09 0.12

0.5 0.2

0.75N

0.33 0.40 0.27

地理的隔離

a,b,d

生殖的隔離

種分化

16.7％

遺　伝　子　Ｘ　の　方　が　非　同　義　置　換　の　割　合

が　低　く　，　タ　ン　パ　ク　質　の　特　性　が　変　化

し　た　個　体　が　自　然　選　択　に　よ　り　多　く　淘

汰　さ　れ　て　い　る　か　ら　。

PC2261
楕円



※解答用紙は 1枚のみです。問 3の解答は裏面に書きなさい。

問 1

1 2 3

問 2（解答は下記の縦線の右側に書きなさい）

受　験　番　号

問題 5（数学）解 答 用 紙（表） 評　点 5

-1 3 610



※解答は，この行よりも下かつ縦線の右側に書きなさい。

問 3

問題 5（数学）解 答 用 紙（裏）


